


























な 辛い 損な場面を真っ先に微笑みを以って担当せよJ と書いてあった。玉川学園創設者小原園芳先生
の筆による言葉である。小学校 6 年間、登校時にはいつも、抗いがたい衝動でこの言葉を黙読していたの
で、この言葉を実行できる人になるべきだと思うように摺りこまれてしまった。しかし、「真っ先に」する
ことは難しく、「微笑みを以って担当」することは更に難しい。とりあえず、頼まれたら断らないという方
法で、苦労も買うことにした口みんなを幸せにできなくても、自分の目の前にいる人を幸せにすることを
目指すことにしている。意気込んでも一人ですべてをこなすことはできない。仕事の優先順位さえ間違わ
なければ、だいたいのことはどうにかなるが、因ったら誰かに助けを求めたほうがいし、。疲れたら休んだ
ほうがいし、。但し、助けてもらえるのは、持っている能力を出レ惜しみせず、自助努力をしている人だけ
だ。
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